
※　本アクティブ微小振動制御システムを構成する各部品は生産ライン向けに製作しておりません。研究開発用としてご使用ください。　　　　　　　　　
※　テ－ブルを構成するハニカムコアおよび上下面板材の材質を非磁性ステンレス材でも製作いたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※　※　※①は、アルミハニカムテ－ブル使用時の均等搭載可能重量です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※　※②は、スチ－ルハニカムテ－ブル使用時の均等搭載可能重量です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※　※③は、アルミハニカムテ－ブルの重量です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※　※④は、スチ－ルハニカムテ－ブルの重量です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※　アルミハニカムテ－ブルを使用した６０１６サイズの場合、アクティブ防振ユニットは４台です。サイズの後の〝Ｗ〟はアクティブ微小振動制御シス
　　 テムを２セット使用します。　〝Ｗ〟型は２００９年５月発売予定です。ただし、軽量アルミハニカムベンチを使用している４０１６／４０１６Ｌは１セット
　　 でご使用いただけます。（搭載重量にご注意ください。）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　

※　架台付きアクティブナノテ－ブルは、搭載機器の重量ならびにベンチ上の配置等によって架台を設計しますので、お打ち合わせ時またはお見積書
　　 ご提出時に算出いたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※　ハニカムコア材質について、床の重量制限にご不安がある場合は、アルミニウムハニカムをご選択ください。詳細はご相談いたします。　　　　　　
※　搭載荷重又はベンチの材質（石・鋳鉄等）または寸法のご要望がございましたらお問い合わせください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※　搭載機器は均等荷重になるように設置してください。搭載機器は低重心が理想ですが、仕様をお伺いする際にご質問いたします。　　　　　　　　　　
※　ベンチの片側に集中して機器を搭載しないでください。この場合、反対側にレベリングウエイトを載せて重量バランスをおとりください。　　　　　　　　
※　搭載機器の位置についてご不安の場合はお問い合わせください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※　ハニカムベンチ上面板に使用します着磁性ステンレス鋼板の幅１５００ｍｍは現在、製鉄会社では製造していません。このため、１５００ｍｍ以上の
　　 幅を必要とする上面板は精密溶接によってご対応しています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※ 本カタログの記載内容は性能・機能向上にともない、予告なく変更いたしますのでご了承ください。
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ＡＡＡＡ
ＮＮＮＮ
ＡＡＡＡ
ＮＮＮＮ 研究開発用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

大形アクティブ微小振動制御システム　ｈ-ＡＶＩ

　　　 ２４１２／２４１２Ｌ　　 ３０１２／３０１２Ｌ　　 ３０１５／３０１５Ｌ ３０１６／３０１６Ｌ 　４０１６Ｗ／４０１６ＬＷ ６０１６Ｗ／６０１６ＬＷ

仕仕仕仕　　　　 様様様様

約１Ｈｚ～２００Ｈｚ　

４本脚底部のレベリングボルト（ネジ部分はＭ６４使用　受座付き）による（床設置型を除く）　

本体脚部またはタイバ－に装着したキャスタ－４個による　（床設置型は除く）

　　　　　　　　　　

架台の脚部およびタイバ－内部に制振処置

２４００×１２００×２５０ Ｔ ３０００×１２００×３３０ Ｔ ３０００×１５００×３３０Ｔ ３０００×１６００×３３０Ｔ ４０００×１６００×４００Ｔ ６０００×１６００×４００Ｔ

アクティブアクティブアクティブアクティブ　　　　ナノテナノテナノテナノテ－－－－ブルブルブルブル　ＡＶＩ　　（　ＡＶＩ　　（　ＡＶＩ　　（　ＡＶＩ　　（大形大形大形大形アクティブアクティブアクティブアクティブ微小振動制御微小振動制御微小振動制御微小振動制御システムシステムシステムシステム）　）　）　）　

　　コントロ－ラ（１台）　防振ユニット（４台）

２００Ｈｚ～　

要ゲイン調整

約１０４Ｋｇ（１ユニットは約２６Ｋｇ）

１００ＶＡＣ　５０－６０Ｈｚ

２０Ｗ（通常）、２００Ｗ（最大）

１０℃－３５℃
１５～８５％（結露は避けて下さい）
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※③アルミ製または④スチ－ル製　

上面：着磁性ステンレス鋼板　５ｔ　／　下面：熱間圧延鋼板　４.５ｔ　（黒色吹きつけ塗装）　　　

へルツオリジナルハイダンピングシステム
　　２４００×１２００×８００Ｈ　３０００×１２００×８００Ｈ　３０００×１５００×８００Ｈ　３０００×１６００×８００Ｈ ４０００×１６００×８００Ｈ ６０００×１６００×８００Ｈ

寸法＝ｍｍ

Ｍ６・２５ｍｍＸＹ　（シ－ルドタップご希望の場合は加工いたします。）

９６０ｋｇ（均等）　　　　　 ８００ｋｇ（均等） ７００ｋｇ（均等）　　　　 ６７０ｋｇ（均等）　　　　 ３８０ｋｇ（均等）　　　 １,２５０ｋｇ（均等）

　　　　　　　　　

２８４×２８４×２０２Ｈ（突起部含まず）　

②コントロ－ラ背面のＢＮＣコネクタからオシロスコ－プに接続、画面による確認
①コントロ－ラ正面の１個のＬＥＤランプ点灯または消灯による表示

搭載機器 真空中原子間力顕微鏡

大形レ－ザ－システム開発機器

半導体開発機器

大形レ－ザ－干渉計

その他：超高分解能評価機器

　　　　ｃｔｉｖｅｃｔｉｖｅｃｔｉｖｅｃｔｉｖｅｃｔｉｖｅｃｔｉｖｅｃｔｉｖｅｃｔｉｖｅ
３００×２００×１６０Ｈ　

形 式ｈ-ＡＶＩ

防 振 部 機 構

アクティブ制御範囲

パッシブ制御範囲

使用環境の調整

防振状態の確認

コ ン ト ロ - ラ寸法

防振ユニット寸法

ユ ニ ッ ト 重 量

搭載可能重量※①

搭載可能重量※②
　　　　　　　　　　　
電 源 電 圧

電 力 消 費 量

使 用 温 度 範 囲

使 用 湿 度 範 囲

　　　　　　　　　　　ベ ン チ サ イ ズ
ハニカムコア材質
ベンチ上下面材質
タ ッ プ 加 工
ベンチ制振処理
外 観 寸 法
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　
架 台 制 振 処 理
本 体 水 平 維 持
本 体 移 動

テ
　　
ブ
ル
部 テ－ブル重量※③
テ－ブル重量※④

３９０ｋｇ　　　　　　　　　　　５５０ｋｇ　　　　　　　　　６４０ｋｇ　　　　　　　　　６７５ｋｇ　　　　　　　　　 ９７０ｋｇ　　　　　　　　１,４６０ｋｇ
５００ｋｇ　　　　　　　　　　　７３０ｋｇ　　　　　　　　　９００ｋｇ　　　　　　　　　９５０ｋｇ　　　　　　　　１,２８０ｋｇ　　　　　　　　１,７９５ｋｇ

８５０ｋｇ（均等）　　　　　 ６００ｋｇ（均等） ４５０ｋｇ（均等）　　　　 ４００ｋｇ（均等）　　　　１,４００ｋｇ（均等） 　　　　９００ｋｇ（均等）　

　　　　

コントロ－ラ（２台）　防振ユニット（８台）

営業のご案内

○○○○　卓上型空気ばね式防振台　○○○○　卓上型三次元空気ばね式防振台　○○○○　大形空気ばね式防振台　○○○○　三次元大形空気ばね式防振台

○○○○　ハイダンピング大形空気ばね式防振台　○○○○　ハイダンピング三次元大形空気ばね式防振台　○○○○　懸垂型三次元空気ばね式防振台

○○○○　大形アクティブ微小振動制御システムｈ－ＡＶＩ　　○○○○　アクティブ微小振動制御システム　ＡＶＩ（ＴＳ・・再発売準備中）

○○○○　フラットベンチ　（光学ハニカムベンチ　／　アルミハニカムコア・スチ－ルハニカムコア・非磁性ステンレススチ－ルハニカムコア）　

○○○○　アコ－スティックエンクロ－ジャ－ＡＥＫ　（防音・防音+防振（空気ばね式）・防音+防振（アクティブ微小振動制御システム　スイス製）

○○○○　お客様ご希望による特殊形状空気ばね式防振台の設計・製作　○○○○　振動・音響測定



(　　 )

　
空気圧制御機構を必要とする空気ばねを使用していません。
周囲に振動の影響を与える空気源は不要です。　

空気ばねを使用していないために、防振ユニット上のハニ
カムベンチや定盤が空気ばねの固有値で揺れることはあり
ません。したがって、搭載機器移動時などの「ゆれ」はほと
んどありません。最適な振動環境を得るために、本振動制御システムは床に

設置し、搭載機器を所定の位置に固定した後にパラメ－タの
調整を行います。調整後は安心してお使いになれます。。

防振ユニット（振動センサ－とアクチュエ－タ－を内蔵）は４
台で１システムです。防振ユニットは、それぞれが独立して
いるために任意の間隔で使用できます。　　　　　　　　　　　　
コントロ－ラは別置きですから任意場所から振動制御のＯＮ
・ＯＦＦできます。

大形アクティブ微小振動制御システム　ｈ-ＡＶＩ　

大形レ－ザ－干渉計や大形三次元表面形状測定器などの防振は、測定機器の高分解能化にともない数Ｈｚの低周波振動の
防振が求められるようになってきました。お客様のご要望にお応えするために、「Ａｃｔｉｖｅ Ｎａｎｏ Ｔａｂｌｅ ＡＶＩ－１５００ 」と「高機能
ハニカムベンチ」を一体化して、大形空気ばね式防振台と同様に標準化しました。約１Ｈｚから約１００Ｈｚまではアクティブに防振
し、約１００Ｈｚ以上はパッシブに防振を行います。 このハイブリッド方式とも云える防振の手法は理想的な防振方式です。　　　
　

大形アクティブ微小振動制御システム ｈ-ＡＶＩ　

ＡＡＡＡｃｔｉｖｅ　ｃｔｉｖｅ　ｃｔｉｖｅ　ｃｔｉｖｅ　ＮＮＮＮano ano ano ano ｔａｂｌｅ　ＡＶＩｔａｂｌｅ　ＡＶＩｔａｂｌｅ　ＡＶＩｔａｂｌｅ　ＡＶＩシリシリシリシリ――――ズズズズは、アクティブ微小振動制御システムＡＶＩとハニカムベンチおよび高剛性

架台の組み合わせにより、低周波領域の振動から高周波領域の振動までを対象に、測定環境を構築する

ことができます。真空中原子間力顕微鏡や非接触表面形状測定機やレ－ザ－干渉計および大出力レ－ザ

－の開発など、超高分解能機器を搭載して最適な測定環境を提供いたします。研究実験機器を搭載するハ

ニカムベンチ（石定盤、鋳鉄定盤も利用可）面積１２００×９００ｍｍから６０００×１６００ｍｍまでの１０種類を

標準化しています。規格以外のご必要なサイズの設計・製作も致します。

特特特特　　　　徴徴徴徴

コントローラのリアパネルに設けられているBNCコネクタか
ら出力される波形をオシロスコープで確認することで、シス
テムが正常に動作していることを目視により確認出来ます。
(異常が発見できます。）　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ＡＡＡＡｃｔｉｖｅ　ｖｉｂｒａｔｉｏｎ　ｉｓｏｌａｔｉｏｎ　ｓｙｓｔｅｍｃｔｉｖｅ　ｖｉｂｒａｔｉｏｎ　ｉｓｏｌａｔｉｏｎ　ｓｙｓｔｅｍｃｔｉｖｅ　ｖｉｂｒａｔｉｏｎ　ｉｓｏｌａｔｉｏｎ　ｓｙｓｔｅｍｃｔｉｖｅ　ｖｉｂｒａｔｉｏｎ　ｉｓｏｌａｔｉｏｎ　ｓｙｓｔｅｍ

ベンチはハイダンピング機能を備えた高剛性アルミハニカムをコア
材に採用しています。高剛性アルミハニカムコア（約６０ｋｇ）はスチ
－ルハニカムコア（約２００ｋｇ）に比べて約１／３．５と軽く、床の荷
重制限が小さい建物には非常に効果的です。
※※※※　　　　ハイダンピングスアルミハニカムベンチハイダンピングスアルミハニカムベンチハイダンピングスアルミハニカムベンチハイダンピングスアルミハニカムベンチまたはまたはまたはまたはハイダンピングスチハイダンピングスチハイダンピングスチハイダンピングスチ－－－－ルルルル
ハニカムベンチハニカムベンチハニカムベンチハニカムベンチのののの選択選択選択選択はおはおはおはお打打打打ちちちち合合合合わせわせわせわせ致致致致しますしますしますします。。。。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　

Ａｃｔｉｖｅ　Ｎａｎｏ　Ｔａｂｌｅ　　Ａｃｔｉｖｅ　Ｎａｎｏ　Ｔａｂｌｅ　　Ａｃｔｉｖｅ　Ｎａｎｏ　Ｔａｂｌｅ　　Ａｃｔｉｖｅ　Ｎａｎｏ　Ｔａｂｌｅ　　

　　　ｈ　　　ｈ　　　ｈ　　　ｈ-ＡＶＩＡＶＩＡＶＩＡＶＩ -２４１２２４１２２４１２２４１２ 　　　　

　　　　　　　　床設置型　　　　　　

　ｈ-ＡＶＩ -２４１２ は搭載機器の形状や操作性を
考慮してアクティブ防振ユニットを直接床に設
置します。ベンチはハイダンピング機能を備え
た高剛性アルミハニカムをコア材に採用して
います。アクティブ微小振動制御システムと高
機能ハニカムベンチを組み合わせることによっ
て、低周波から高周波までの振動を対象に満
足のいく能力を発揮します。　　　　　　　　　　
※※※※　　　　ハイダンピングスチハイダンピングスチハイダンピングスチハイダンピングスチ－－－－ルハニカムベンチルハニカムベンチルハニカムベンチルハニカムベンチまたはまたはまたはまたは
ハイダンピングアルミハニカムベンチハイダンピングアルミハニカムベンチハイダンピングアルミハニカムベンチハイダンピングアルミハニカムベンチのののの選択選択選択選択はおはおはおはお打打打打
ちちちち合合合合わせわせわせわせ致致致致しますしますしますします。。。。

※防振ユニットへの最適な負荷荷重は高機能ハニカムベンチと搭載機器を含めて９００ｋｇ～１５００ｋｇです。 　　　　　　　　　　
※搭載機器が重い場合は２システムを使用することもできます。（お打ち合わせが必要です。） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※垂直・水平ＸＹ二方向およびそれぞれの回転方向の防振を行います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※本システム設置時には、お客様の振動環境に応じて防振の最適化を行います。

Ａｃｔｉｖｅ　Ｎａｎｏ　Ｔａｂｌｅ　Ａｃｔｉｖｅ　Ｎａｎｏ　Ｔａｂｌｅ　Ａｃｔｉｖｅ　Ｎａｎｏ　Ｔａｂｌｅ　Ａｃｔｉｖｅ　Ｎａｎｏ　Ｔａｂｌｅ　

　　　ｈ　　　ｈ　　　ｈ　　　ｈ-ＡＶＩＡＶＩＡＶＩＡＶＩ -３０１５３０１５３０１５３０１５ＬＬＬＬ　　

Ａｃｔｉｖｅ　Ｎａｎｏ　Ｔａｂｌｅ　Ａｃｔｉｖｅ　Ｎａｎｏ　Ｔａｂｌｅ　Ａｃｔｉｖｅ　Ｎａｎｏ　Ｔａｂｌｅ　Ａｃｔｉｖｅ　Ｎａｎｏ　Ｔａｂｌｅ　

　　ＡＶＩ　　ＡＶＩ　　ＡＶＩ　　ＡＶＩ -１２９１２９１２９１２９ＳＬＳＬＳＬＳＬ

ＡＶＩ -１２９ＳＬは、門を備えた大型三次元表面形状測定器を
搭載するために設置面精度の良い石定盤を使用しています。
空気ばね式防振台と違い、重心位置の高い機器を搭載して
も「ゆれ」の心配はほとんどありません。お客様のご希望によ
り、鋳鉄定盤も使用できます。

ＡＡＡＡｃｔｉｖｅ　ｖｉｂｒａｔｉｏｎ　ｉｓｏｌａｔｉｏｎ　ｓｙｓｔｅｍｃｔｉｖｅ　ｖｉｂｒａｔｉｏｎ　ｉｓｏｌａｔｉｏｎ　ｓｙｓｔｅｍｃｔｉｖｅ　ｖｉｂｒａｔｉｏｎ　ｉｓｏｌａｔｉｏｎ　ｓｙｓｔｅｍｃｔｉｖｅ　ｖｉｂｒａｔｉｏｎ　ｉｓｏｌａｔｉｏｎ　ｓｙｓｔｅｍ

Ａｃｔｉｖｅ　Ｎａｎｏ　Ｔａｂｌｅ　ｈＡｃｔｉｖｅ　Ｎａｎｏ　Ｔａｂｌｅ　ｈＡｃｔｉｖｅ　Ｎａｎｏ　Ｔａｂｌｅ　ｈＡｃｔｉｖｅ　Ｎａｎｏ　Ｔａｂｌｅ　ｈ----ＡＶＩＡＶＩＡＶＩＡＶＩ シリシリシリシリ－－－－ズズズズ　　　　

h-ＡＶＩ -３０１５Ｌは、床設置型のアクティブ
微小振動制御システムを高剛性架台に搭
載し、床から高剛性ハニカムベンチの機器
設置面までの高さの調整はレベリングボル
トを手動で行います。８００ｍｍが一般的高
さです。

ハイダンピング高剛性スチ－ルハニカムベンチ　１

アクティブ防振ユニット　４

アクティブ振動制御コントロ－ラ　１

アクティブ防振ユニット　４

アクティブ振動制御コントロ－ラ　１

高剛性架台　１

ハイダンピング高剛性アルミハニカムベンチ　１

石定盤ベンチ　１

アクティブ防振ユニット　４

高剛性架台　１ アクティブ振動制御コントロ－ラ　１0.1 1 10 100
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◆振動伝達率の一例

1200kg搭載時の実測データ
振動環境の変化により振動伝達
率は変ります。
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空気ばねを使用している防振台は、
空気ばねの固有振動数を持って
います。この固有振動数付近の周
波数においても、アクティブによる
振動制御を効果的に行うことがで
きます。

ＡＶＩ－１５００に使用するハニカムベンチはすべて制振処理
を施しています。機器から発生するハニカムベンチの残留
振動を減少せます。

解析モデル　1500*1500*200ｔ　材質：上面 SUS410　下面　SPHC

１次　238.345Ｈｚ ２次　300.111Ｈｚ ３次　354.112Ｈｚ
　アルミハニカムベンチ スチ－ルハニカムベンチ　

１次　282.909Ｈｚ ２次　407.039Ｈｚ ３次　480.463Ｈｚ

石定盤　　　　1500*1500*200ｔ　材質：インディアンブラック　

１次　285.883Ｈｚ ２次　424.926Ｈｚ ３次　510.807Ｈｚ
鋳鉄定盤　　　　1500*1500*200ｔ　材質：FC250

１次　　57.22Ｈｚ ２次　246.402Ｈｚ ３次　256.784Ｈｚ

当社は、過去に蓄積された防振技術や制振技術および予測解析技術を有効に利用します。蓄積された技術と新規に開
発された技術を融合させて、当社は最適な振動環境の構築を目指しています。

◆構造材別モ－ダル解析の一例
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使用ベンチ：ＨＡ‐２０１０　
「ハイダンピング機構」無し　　　　　　　　　　「ハイダンピング機構」有り
◆アルミハニカムベンチのハイダンピング効果の例
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